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れたが，一般に骨頭扇平，濃厚像を示す初期l乙於て
は，支帯，メタフィーシス両還流とも高度比障害さ
れ，その修復機転は病変部骨端軟骨板を介してメタ
フィーシス血管，頚部支帯血管との交通により行な
われている。叉大腿動脈よりの動脈撮影により，少
数の経験ではあるが骨頭主栄養血管である上支帯動
脈に由来する動脈性血行障害が観察され，乙れ等の
知見l乙基づき，家兎の支帯血管結業実験を行ない，
ペノレテス病類似の骨頭変形の発現を認めた。
以上の諸知見よりペノレテス病が血行障害に基因す
ることを明らかにし，大腿骨々頭血管の解剖的特異
構成，ペルテス病患者の一般検査所見よりその発生
機序に 2，3の考察を加えた。 
23) 整形外科領域における理学的ならびに薬物学
的療法の電気生理学的研究
千大整形。河野保久，富田 裕
石田三郎，斎藤篤
千大大学院立岩正孝，大井利夫
整形外科領域に於ては，麻痔性疾患に対する理学
的，薬物学的療法は一つの重要な分野を占めてい
る。我々はかねてより，誘発筋電図学的な観点Iζ立
って神経筋系iζ対する研究を行なって来たが，今回
は筋萎縮性麻痔性疾患における治療法について便宜
上，理学的療法と薬物学的療法に分けて，電気生理 
25) 悪性骨腫蕩に対する Radiostrontium(85Sr) 
の診断的応用(第3報〉
千大大学院西川侃介 
R. 1.の臨床的応用として我々は骨ミネラルとし
ての Caと類似の 85訟を用いて悪性骨腫蕩へのと
りこみを探索している。その手段として末だ報告の
ないLinear及び Area Scanningを用いて体内
における Isotopeの動的かつ量的変化を連続的に
記録することに成功している。
しかし組織所見と Scanningによるとり込みの
相関l性についてはまだL、ろいろと検討すべき余地が
残されている。
今後とも基礎的研究，装置の改善と共に症例を重
ねて悪性骨腫蕩の早期診断に役立てたいと思う。 
26) ベリリウム腫蕩発生経過 

(実験骨腫蕩の研究中間報告)

千大大学院平山 守

発癌性の化学物質は可成りの数が発見され，動物
実験でその有害性が確められているが，近来化学工
業で脚光を浴びて来た Be-Compoundも叉家兎に
対して発癌性を有する。 1946年 Gardner& Hesli-
ngtonらは兎耳静脈ICBeO，ZnBeSil04を注入し， 
Osteogenic Sarcomaの発生を見たが， 私は兎大
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2) 麻痔筋lζ対しては，治療導子の温熱作用と極
作用を期待して， 15cJs~120 cJsの陽極関上通流
を行なう事が望ましい。 
3) 神経筋接合部応対する支配神経を介しての強
縮刺激の治療的効果の可能性を認めた。 
4) ワゴスチグミン，ガランタミンの作用機序及
びその量的関係について筋張力を指標として観察
し，後者は前者に比して，効果の持続時聞が長い事
を確認した。叉 ATPとの協力作用を認め， 併用
投与の利点を実証した。 
24) 教室における骨腫蕩の血管造影について
千大整形中島 宏
(抄録未提出〉 
27) 1) 所謂OstisCondensans iIeiの2例 
2) 非定型的脊椎分離症の 1例
羽津病院整形石田三郎
外科北村太郎 
1) 1例目は 28才，家婦で主訴腰痛，妊娠・分授
に関係ある OstitisCondensans i1eiで2例目は 34
才，家婦で主訴腰痛，妊娠分授に関係なく偶然発見
されたものである。我々は先人の記載に従いそのレ
線像の特異性は肯定するが腰痛との関係，成固，組
織学的探索等についてなお多く考究されるべきだと
思う。 
2) 37才，男で，長期腰痛に悩みレ線像で第 1腰
椎右椎弓部に滑らかな辺縁を持つ椎弓裂隙を持ちな
おかつ同椎骨左側横突起に骨端核存続を有する例を
経験し，脊椎分離症との類似により，非定型的脊椎
分離症とした。レ線的検索により他の腰痛の原因が
